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令和３年度事業報告書 

【総 括】 

令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の第４波の感染拡大の中でスタートし、その後

の第５波では滋賀県も緊急事態宣言の発令対象エリアになり、その影響により、事業団も一

部事業を休止せざるをえなかった。その後、ワクチン接種の効果から一時的な感染減少とな

り、利用者数の回復も伺えたが、新たなウイルス株の出現が第６波の感染拡大を生み、新規

の利用が増えない中での利用控えや一定期間の事業所の閉鎖、特別養護老人ホーム榛原の里

でのクラスターの発生など大変厳しい経営環境となり、収益の大幅な減少を余儀なくされた。 

また、事業運営に欠かせない人材確保についても、厳しい経営環境の中で思う通りには進

まず、採用を進める一方で退職者や休職者も相次ぎ、厳しい状況が恒常化している。 

こうしたことから、３５０万円余の赤字額を計上した令和元年度、さらに１，８９１万円

の赤字額を計上した令和２年度に続き、令和３年度決算では、７，２０５万円の大幅な赤字

額を計上することとなり、３期連続で赤字幅が拡大するという厳しい状況となった。 

こうした厳しい経営環境にあって、経営全体を振り返る中で事業の見直しを進め、これま

で赤字が継続していた三大寺デイサービスセンターについては、令和３年度末で事業を終了

した。また、置かれた現状を打破するためには、収益の改善を図ることが何より重要なこと

から、職員一丸となって取り組みを進めるべく、令和３年１２月に新たに経営改革会議を立

ち上げた。経営改革会議では、各事業所ごとの目標管理項目を設定した実績管理シートによ

り、毎月の事業実績を振り返り、何が達成でき、何が達成できなかったのか要因分析を進め

るとともに、次の取り組みへとつなげ、必要な場合には抜本的な見直し等を含めた検討も進

め、経営改革に向けた意識改革と合わせて収支改善を目指し取り組んでいくこととした。 

一方、令和３年度から新たにスタートした第３期中期計画（令和３年度～令和５年度）に

ついては、コロナ禍の影響により初年度十分な取り組みが出来ず、限られた範囲での取り組

みに留まることとなった。 

経営面でも大きな影響がある人材の確保については、地域福祉への貢献にも関連する取組

として、令和２年度はコロナ禍で実施を見送った介護職員初任者研修を２年ぶりに開催し、

研修修了者から新たに３名を事業団に迎えることが出来た。同様に生活援助従事者研修につ

いても、２年ぶりに開催し、研修修了者 1 名を新たに事業団に迎えられた。引き続き、介護

職員の養成と人材確保に向けた取組として、令和 4 年度も十分な感染対策を講じながら実施
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していく。また、これまでにない新たな取組として、職員による紹介制度の導入準備を進め

ており、早期の導入を目指していく。 

 サービスの質の向上と収益の改善では、令和３年度に訪問・居宅部門で記録システムのＩ

ＣＴ導入を行い、ＩＣＴの活用による業務の効率化を進めてきた。職員も入力作業等にも慣

れ、作業効率のアップにつながり好評を得ている。特別養護老人ホーム榛原の里では、眠り

スキャンなどＩＣＴの導入により、データの蓄積も進んでおり、今後、一層の活用促進を図

り、業務の効率化や業務負担の軽減による職員の定着を目指していく。 

一方、榛原の里における介護職員の人員不足から、令和元年１１月から実施してきた長

期・短期入所のベッドの１割空床は、早期の解消を目指し職員確保を進めてきたが、コロナ

の感染拡大や職員の退職、病休者が続いたこと、さらに令和３年８月以降の退所者の増加に

より、当初計画していた入所者数の回復は困難となり、大変厳しい経営が続いている。夜勤

体制確保の面からも人材確保は最重要課題であり、導入計画中の職員紹介制度の活用等も視

野に入れながら、一日も早く夜勤体制を整え、入所者、利用者の増加を図り、収益改善につ

なげていく。 

なお、大津市から指定管理業務を受託している５か所の老人福祉センターについて、令和

４年度で指定管理委託期間が終了することから、今後の事業のあり方について市と協議を続

けてきた。大津市からは、多様化する高齢者ニーズに応えるため、健康寿命の更なる延伸に

向けて、老人福祉センターを健康づくりの拠点施設として機能の充実を図るとの方向が示さ

れた。今後、市では各センターごとに順次機能充実に向けた再整備を進められ、合わせて一

般入浴事業を廃止していく方向で検討されている。これに合わせて老人福祉センターに併設

されているデイサービス事業についても、入浴事業の廃止とともに終了していく方向で考え

られている。これらについては、令和４年度の次期指定管理委託の仕様書において、具体的

な中身が示されてくることになるが、事業団としても指定管理業務の継続した受託に向けた

今後の対応が必要となる。 

 新型コロナウイルスの感染拡大という大きな外的要因があるものの、３年連続で赤字幅が

拡大している現状は、事業団にとって危機的状況と言わざるをえない。今後も終息が見えて

こない中で、一歩一歩実績を積み上げ利用者の拡大を図り、収益改善に努めていくとともに、

事業団を取り巻く外部環境の変化にも対応しながら、将来に向けて安定した経営が継続でき

る事業団を目指し取り組んでいく。 
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【評議員・役員名簿等】 

１ 評 議 員                         （令和４年３月３１日現在） 

氏  名 所 属 団 体 ・ 役 職 等 就 任 年 月 日 

 重 永   博 大津市医師会会長 令和３年６月２９日 

 竹 内 俊 彦 社会福祉法人大津市社会福祉協議会会長 令和３年６月２９日 

 津 田 洋 子 大津市民生委員児童委員協議会連合会会長 令和３年６月２９日 

 野 口 真 一 公認会計士・税理士 令和３年６月２９日 

 松 田 哲 男 社会福祉法人滋賀同仁会養護老人ホーム大津老人ホーム施設長 令和３年６月２９日 

松 田 輝 男 大津市老人クラブ連合会会長 令和３年６月２９日 

國 松 睦 生 大津市総務部長 令和３年６月２９日 

     （定員 7 名） 

 

２ 役  員                         （令和４年３月３１日現在） 

（１）理  事                         

役 職 名 氏   名 職      名 就 任 年 月 日 

理 事 長 鷲 見 德 彦 大津市社会福祉事業団専任理事 令和３年６月２９日 

副 理 事 長 南 堀   弘 大津市健康保険部長 令和３年６月２９日 

理   事 

石 塚 吉 輝 榛原の里利用者家族会代表 令和３年６月２９日 

本 城 千寿子 大津市健康推進連絡協議会副会長 令和３年６月２９日 

江 隅 定 雄 特別養護老人ホーム榛原の里所長 令和３年６月２９日 

塩 見 弥 奈 滋賀県ホームヘルパー協議会会長 令和３年６月２９日 

    （定員 6 名） 

（２）監  事 

役 職 名 氏   名 職      名 就 任 年 月 日 

監   事 

服 部   彰 元大津市総務部長 令和３年６月２９日 

玉 井 泰 子 前大津市会計管理者（兼）出納室長 令和３年６月２９日 

    （定員 2 名） 
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３ 評議員会 

開催回等 開催・付議年月日 議案番号 付  議  事  項 議事結果 

第１回 

 

令和 3年 6月 29 日 

 

議案第 1 号 

令和２年度社会福祉法人大津市社会福祉事業団の

計算書類等の承認について 

承 認 

議案第 2 号 理事の選任について 同 意 

議案第 3 号 監事の選任について 同 意 

第２回 令和 3年 11月 29日 

議案第 4号 
令和３年度社会福祉法人大津市社会福祉事業団補

正予算（第１次）について 
同 意 

報告事項 
三大寺デイサービスセンター通所事業の廃止につ

いて 
 

第３回 

 

令和 4年 3月 28 日 

 

議案第 5号 

令和３年度社会福祉法人大津市社会福祉事業団補

正予算（第２次）について 

同 意 

議案第 6 号 

令和４年度社会福祉法人大津市社会福祉事業団事

業計画及び予算について 

同 意 

議案第 7号 理事の選任について 同 意 

 

 

４ 理 事 会 

開催回等 開催・付議年月日 議案番号 付  議  事  項 議事結果 

第１回 令和 3年 6月 10 日 

議案第 1 号 
令和２年度社会福祉法人大津市社会福祉事業団の

事業報告及び決算の承認について 

承 認 

議案第 2 号 
社会福祉法人大津市社会福祉事業団評議員選任・

解任委員会委員の選任について 

同 意 

議案第 3 号 評議員の推薦候補者について 同 意 

議案第 4号 令和３年度定時評議員会の招集について 同 意 

報告事項 
令和２年度社会福祉法人等指導監査の結果につい

て 

 

第２回 令和 3年 6月 29 日 議案第 5号 理事長の選定について 同 意 

 

 

第３回 

 

 

 

 

 

令和3年11月15日 

 

 

 

議案第 6 号 
三大寺デイサービスセンター通所事業の廃止につ

いて 
同 意 

議案第 7号 
令和３年度社会福祉法人大津市社会福祉事業団補

正予算（第１次）について 
同 意 

議案第 8 号 令和３年度第２回評議員会の招集について 同 意 

報告事項 理事長の職務執行状況の報告について  
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開催回等 開催・付議年月日 議案番号 付  議  事  項 議事結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４回 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 3月 17 日 

議案第 9 号 
社会福祉法人大津市社会福祉事業団組織及び事務

分掌規程の一部改正について 

同 意 

議案第 10 号 
社会福祉法人大津市社会福祉事業団就業規則の一

部改正について 

同 意 

議案第 11 号 
社会福祉法人大津市社会福祉事業団育児休業等に

関する規程の一部改正について 

同 意 

議案第 12 号 
社会福祉法人大津市社会福祉事業団給与規程の一

部改正について 

同 意 

議案第 13 号 積立金の取崩及び積立について 同 意 

議案第 14 号 役員等賠償保険の契約締結について 同 意 

議案第 15 号 
令和３年度社会福祉法人大津市社会福祉事業団補

正予算（第２次）について 
同 意 

議案第 16 号 
令和４年度社会福祉法人大津市社会福祉事業団事

業計画及び予算について 
同 意 

議案第 17 号 施設長の任免について 同 意 

議案第 18 号 令和３年度第３回評議員会の招集について 同 意 

報告事項 理事長の職務執行状況の報告について  

 

  

  

   ５ 監事監査 

監査種別 執行期日 主な監査項目 

決算監査 令和 3 年 5月 31 日 
令和２年度事業実施状況 

令和２年度収支決算状況 

半期監査 令和 3 年 10 月 28 日 
令和３年度上半期事業実施状況 

令和３年度上半期収支状況 

 

６ 加入団体（抜粋） 

（１）独立行政法人 福祉医療機構 （２）社会福祉法人全国社会福祉事業団協議会 

加入年月日    平成５年４月１日 

共済契約者番号  ２５０１５４ 

社会福祉施設職員等退職手当共済制度に加入のため 

入会年月日    平成５年４月１日 

会員番号     ４３２ 

年金共済加入と情報交換等のため 
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７ 事業団施設の種別・名称及び所在地           （令和４年３月３１日現在） 

種    別 名    称 所   在   地 

主 た る 事 務 所 本部事務局 大津市浜大津四丁目１番１号    ☎（527）9552 

老人福祉センター 

大津市立木戸老人福祉センター 大津市木戸５８番地 ☎（592）1133 

大津市立北老人福祉センター 大津市今堅田二丁目４番１号       ☎（573）7123 

大津市立中老人福祉センター 大津市打出浜１番５号 ☎（526）2752 

大津市立南老人福祉センター  大津市南郷一丁目１４番３０号 ☎（537）7417 

大津市立東老人福祉センター 大津市玉野浦６番３３号 ☎（545）5970 

老人デイサービスセンター 

大津市立木戸デイサービスセンター 大津市木戸７０９番地 ☎（592）8022 

唐 崎 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 大津市唐崎三丁目１７番３５号 ☎（578）6488 

晴 嵐 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 大津市北大路一丁目９番２号 ☎（537）3909 

三 大 寺 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 大津市三大寺８番Ｄ３－101 号 ☎（545）3991 

ヘルパーステーション

真野ヘルパーステーション 大津市真野四丁目２４番３８号 ☎（573）7814 

比叡すこやかヘルパーステーション 大津市坂本六丁目１番１１号 ☎（578）8330 

中すこやかヘルパーステーション 大津市浜大津四丁目１番１号 ☎（527）1295 

膳所すこやかヘルパーステーション 大津市膳所二丁目５番５号 ☎（522）1304 

南すこやかヘルパーステーション  大津市南郷一丁目１４番３０号 ☎（534）0319 

瀬田すこやかヘルパーステーション 大津市大江三丁目２番１号 ☎（545）0301 

 

 

居宅介護支援事業所 

 

木戸障害相談・居宅介護支援事業所 大津市木戸７０９番地 ☎（592）8022 

真野居宅介護支援事業所 大津市真野四丁目２４番３８号 ☎（573）9905 

比叡すこやか居宅介護支援事業所 大津市坂本六丁目１番１１号 ☎（572）7768 

中すこやか居宅介護支援事業所 大津市浜大津四丁目１番１号 ☎（536）6449 

瀬田すこやか居宅介護支援事業所 大津市大江三丁目２番１号 ☎（548）6068 

地域包括支援センター 真野地域包括支援センター 大津市真野四丁目２４番３８号 ☎（573）1521 

特別養護老人ホーム 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 榛 原 の 里 大津市真野普門三丁目 1120 番地 ☎（573）9901 
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そ の 他 施 設 

大津市ふれあいプラザ 大津市浜大津四丁目１番１号 ☎（527）8351 

大津市木戸交流センター 大津市木戸７０９番地 ☎（592）8022 

大津市立さがみ川老人憩いの家 大津市膳所二丁目５番５号 ☎（525）6211 

   ＊特別養護老人ホーム榛原の里については、平成２３年４月 1 日 大津市から建物の無償譲渡を受け、 

事業団所有として、所有権移転登記を完了した。 

なお、土地は大津市（一部民間所有者）からの有償による借地である。 

建物の種類・構造・床面積等 

 ・鉄筋コンクリート・鉄骨造３階建 6,175.43 ㎡  ・倉庫、車庫 鉄骨造平屋建 102.00 ㎡ 

 

   ＊三大寺デイサービスセンターについては、令和４年３月３１日で事業を廃止した。 
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理事長　 鷲見　德彦

平成５年２月１日設立

267 名 　

（ 15 名）

（ 4 名)

（ 20 名)

（ 3 名)

（ 20 名)

（ 3 名)

（ 21 名)

（ 4 名)

 膳所すこやかヘルパーステーション （ 25 名)

 南すこやかヘルパーステーション （ 15 名)

（ 17 名)

（ 3 名)

（ 6 名)

（ 12 名)

　中老人福祉センター （ 5 名)

（ 12 名)

（ 14 名)

（ 23 名)

（ 12 名)

（ 10 名)

（ 10 名)

（ 1 名)

（ 1 名)

（ 7 名)

（ 4 名)

104 名

（ 17 名)

（ 6 名)

（ 68 名)

（ 13 名)

大津市へ派遣 1 名

職員内訳 正規職員 103 名

嘱託職員 58 名
契約職員 115 名 　
パートヘルパー 88 名
年休対応職員 17 名
嘱託医・産業医 8 名

合　計 389 名

　木戸交流センター

　唐崎デイサービスセンター

　三大寺デイサービスセンター

　さがみ川老人憩の家

（企画事業課7名、訪問介護28名、居宅・包括14名
榛原の里53名、大津市派遣1名）

　総務係

　看護係

　介護係

　デイサービス係

　晴嵐デイサービスセンター

特別養護老人ホーム

榛　 原 　の 　里

　ふれあいプラザ

　真野地域包括支援センター

２　名

理  事  長
　南老人福祉センター

副 理 事 長
　東老人福祉センター

　木戸デイサービスセンター

　北老人福祉センター
監　　　事

６　名  瀬田すこやか居宅介護支援事業所

 真野居宅介護支援事業所

 中すこやかヘルパーステーション

 真野ヘルパーステーション

 比叡すこやかヘルパーステーション

 本部事務局

評 議 員 会 　木戸老人福祉センター
７　名

 瀬田すこやかヘルパーステーション
理　 事 　会

 中すこやか居宅介護支援事業所

　　　社会福祉法人大津市社会福祉事業団組織図

令和４年３月３１日現在

事
　
　
　
務
　
　
　
局

企　画　事　業　課

 比叡すこやか居宅介護支援事業所

 木戸障害相談・居宅介護支援事業所
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【本 部】 

 事業団本部事務局では、社会福祉法人としての適正な業務管理体制の維持・改善に努めるとともに、

介護・福祉サービス事業者としての存在価値を高め持続的発展を図るため、中期計画に基づく改革プロ

ジェクトを立ち上げた。さらには、事業団における収益性の回復に向けた取組みとして、新たに経営改

革会議を立ち上げ、経営の抜本的改革を推進していくこととなった。 

 

１．業務管理体制の状況 

（１）契約審査委員会 

   一定額以上の工事・修繕や業務委託、物品の購入やリース契約等にあたっては、契約審査委員会

にて入札案件の仕様書や随意契約業者の選定等について審査を行い、適正な業務執行を図った。    

契約審査委員会 開催実績 

 令和３年度開催状況  開催回数 ７回 

 審査件数 延べ１９件 

 主な審査案件名 ① 榛原の里別館２階空調機更新工事 （契約金額 約８百万円） 

② 榛原の里本館１階居室前廊下の給湯管及び非常用照明改修工事   

（契約総額 約 ４百万円） 

③ 榛原の里本館１階居室前廊下等空調設備工事 

（見積照合業者選定） 

④ 給食配食業者の選定（プロポーザル方式による業者選定） 

                              他 

 

（２）安全衛生委員会 

職員の健康管理と職場での労働災害の防止を目的に安全衛生活動として、職場点検・労働災害再

発防止の検討を行った。 

開催期日 安全衛生推進事業の内容等 

令和 3 年 7 月 

 

 

 

令和 3 年 8月 

令和 3 年 10 月、11 月 

及び令和 4年 3 月   

令和 3 年 10 月 

令和 3 年 12 月 

令和 4 年 1月 

令和 4 年 1月 

令和 4 年 3月 

・令和３年度定期健康診断の実施 

対象者 受診者 受診率 

361 人 338 人 93.6％ 

・榛原の里ストレスチェックの実施 

・令和３年度第１回安全衛生委員会開催 

・Ｂ型肝炎予防接種の実施（年３回）対象者 16 名 

 

・各事業所職場点検の実施 

・インフルエンザ予防接種助成 

・令和３年度第２回安全衛生委員会開催 

・深夜業健診の実施(榛原の里)対象者 41 名 

・健康教育（腰痛予防） 

 産業医、保健師による面談及び相談 
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２．経営改革会議 

   令和３年度の収支状況（第１次補正）の結果を受け、事業団における収益性の回復に向けた取組 

みについて早急に検討が必要であり、法人全体が一体となって推進していくための場として新たに 

経営改革会議を立ち上げた。会議では、事業団全体の経営状況や実績管理シートを用いた事業部門

別あるいは事業所別の実績管理をはじめ、介護人材不足に対応すべく介護人材確保に向けた新たな

取り組み等について協議を行った。尚、令和３度に開催された会議等について、下記のとおり報告

する。 

経営改革関連会議等 開催実績 

会議名称 開催日 主な議事 

事務局会議① 令和 3 年 

10 月 29 日 

・経営改革会議創設に向けて 

事務局会議② 令和 3 年 

11 月 10 日 

・経営改革会議開催に向けて 

・予算作成について 

・今後の会議の運営について 

事務局会議③ 令和 3 年 

11 月 26 日 

・経営改革会議開催に向けて（メンバー選定、実績管理方法等） 

 

事務局会議④ 令和 3 年 

12 月 7 日 

・経営改革会議開催目的及び協議事項整理 

・経営改革会議推進方法について協議 

・第１回経営改革会議協議内容について 

・令和３年度以降の事業展開方針について 

経営改革会議❶ 令和 3 年 

12 月 24 日 

・経営改革会議開催目的説明 

・法人全体の現状報告 

・令和３年度中の取組み内容について 

・月次管理表運用について 

経営改革会議❷ 令和 4 年 

1 月 18 日 

・各部門における現状報告（実績報告） 

・経営課題の抽出について 

・令和４年度当初予算作成に向けて 

事務局会議⑤ 令和 4 年 

2 月 3 日 

・第３回経営改革会議協議内容について 

・SWOT 分析結果まとめについて 

・職員紹介制度導入に向けて 

経営改革会議❸ 令和 4年 2月 18日 

（分科会） 

・法人全体及び部門別現況報告 

・SWOT 分析結果報告 

・職員紹介制度導入に向けて 

事務局会議⑥ 令和 4 年 

3 月 11 日 

・第４回経営改革会議協議内容について 

・SWOT 分析結果の今後の活用について 

・今後の会議運営について 

経営改革会議❹ 令和 4 年 

3 月 18 日 

（分科会） 

・部門別現況報告 

・SWOT 分析結果報告及び今後の活用について 

・職員紹介制度導入に向けて（目的及び方針再確認） 
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３．中期計画進捗会議／中期計画進捗会議事務局会議／実績会議への報告 

   第３期中期計画（令和 3〜5 年度)では、第２期中期計画において事業団全体でまいた新たな活動

の種を育ていくこと、そしてその後実らせていくこと（成果を出す）を目標とした。 

   第３期中期計画（１年目）である今年度においては、昨年度導入したＩＣＴ機器を活用し、サー

ビスの質の向上及び効果の検証や活用事例の研究等推進していくこととしていたが、昨年度と同様

に新型コロナウイルス感染拡大による影響を受け、全職員への説明会や中期計画進捗会議（全体会）

の開催を自粛したことから、職員へ浸透が不十分となった。このため多くの推進項目において未達

成となった。 

   しかし、その中においても、事業団における労務管理上あるいは組織風土の問題点等を洗い出し、

組織及び職場内での改善に活かせるよう、職員の意識調査（モラール・サーベイ）を実施し、分野

別の傾向等について分析を行った。これらの結果を参考にして、今後さらに風通しの良い組織及び

職場づくりに向け、職員一丸となって取り組んでいく。 

 

（１）開催実績 

第３期中期計画（１年目）において開催された会議等について、下記のとおり報告する。 

中期計画関連会議等 開催実績 

会議等名称 開催日 主な議事 

事務局会議① 令和 3 年 

6 月 28 日 

・中期計画事業別実施項目の再確認 

・部門別目標進捗状況確認 

・今後のスケジュール確認 

事務局会議② 令和 3 年 

8 月 5 日 

・中期計画実施目的（重要性の再確認） 

・第 2期中期計画（3年目）の振返り 

・第 3期中期計画（1年目）における推進体制及び項目につい 

て（実施内容確認） 

・第 3期中期計画進捗会議（全体会）の内容及び進め方 

事務局会議③ 令和 3 年 

10 月 29 日 

・職員意識調査の実施について 

・法人本部目標進捗状況確認 

 

事務局会議④ 令和 3 年 

11 月 26 日 

・職員意識調査実施後報告 

・事業継続計画策定状況確認 

職員意識調査結果 

報告会（全７回） 

※11 月 16，25 日は

午前・午後の 2 部制 

令和3年 11月 16日   

11 月 17 日 

11 月 25 日 

11 月 26 日 

12月  7日 

【報告内容】 

・職員意識調査実施目的、調査票説明 

・数値分析、パターン分析 

・回答状況 

・部門別パターン分析から見える事 

・自由記述の紹介 
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（２）実施目標項目における成果 

   第３期中期計画（１年目）に掲げた項目のうち、各部門における成果を下記のとおり報告する。  

  【榛原の里】 

●項 目：ＩＣＴ導入効果を活かした取組み 

実施内容 主 な 成 果 

・ICT 導入目的共有と活用方法習熟 

・サービス向上効果検証、活用事例の研究 

・業務負担軽減（効果検証）と職員配置見直し 

 

・ケアカルテへ本格的に移行を始め、現在では柔軟に使いこな 

せている 

・眠りスキャンを通して、睡眠データを注目できるレベルまで 

到達できている職員が少しずつ増えてきている 

・夜勤者欠員の中、長期介護体制を優先して勤務体制の整備を 

行った 

●項 目：健全経営に向けた取組み 

実施内容 主 な 成 果 

・実績報告と対策会議検討（対面・オンライン併用） ・経営改革会議の資料として、月次実績報告書を作成し、各月 

ごとの入所者、退所者数、各班における空床数を可視化でき 

るようになった 

項 目：働きやすさを実感できる職場づくり 

実施内容 主 な 成 果 

・職場風土構築と新たな業務手順の見直し 

・介護の質の標準化 

 

・月に１回の各セクションの会議にて意見交換及び随時業務改 

革を実施している 

・全館でケアカルテを統一使用できていることで、より標準化 

が行いやすい環境が整った 

  

【訪 問】 

●項 目：ＩＣＴ導入による業務効率向上 

実施内容 主 な 成 果 

・ICT 導入に関する説明と確実な運用（システム化） 

・導入効果の確認と新たな顧客開拓 

 

 

・職員同士の情報共有がスムーズに行えるなど、業務効率の向 

上が図れている 

・指示、申し送りがタイムリーに出来ていること、さらにはペ 

ーパーレスでサービス提供責任者の業務の簡略化が図れた 

●項 目：階層別担当業務のマニュアル作成 

実施内容 主 な 成 果 

・委員会発足（目的・計画策定・業務洗い出し） 

 

・業務の洗い出しを行うことができた 

●項 目：パートヘルパー確保について 

実施内容 主 な 成 果 

・初任者研修受講者の情報収集と採用活動実施 

・パートヘルパー採用者への研修及び面談の実施 

（研修マニュアルの作成） 

・お仕事説明会を実施、パートヘルパーを４人採用できた 

・パートヘルパー採用者への面談は随時行えている 
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【居 宅】 

●項 目：ＩＣＴ導入による業務省力化 

実施内容 主 な 成 果 

・タブレット導入と確実な運用 

・検証評価（成果・課題）による課題抽出と取組み 

・所長会議時に各事業所での活用方法を共有するため、意見交 

換を行った 

・タブレットを積極的に使用している（今後は研修会開催等で 

活用し、更に活用の幅を広める） 

●項 目：オンライン研修実施 

実施内容 主 な 成 果 

・オンライン研修サービスの評価 

・研修計画策定とオンライン研修の実施 

・開催される会場までの移動時間が必要なくなるなどメリット 

は多い（個室の無い事業所は、場所の確保に課題あり） 

・オンライン研修の活用は積極的に行われている 

●項 目：職員のケアマネジメント力の向上 

実施内容 主 な 成 果 

・エリア別多職種連携会議に参加する（年１回以上） 

 

・エリアにより定期的な開催をオンラインで継続している 

（活動が停止しているところもあり、課題はある） 

 

【通 所】 

 視察研修、交流研修及び委員が集まっての会議の開催を目標項目として挙げていたが、今年度は 

新型コロナウイルス感染拡大に伴い実施することはできなかった。次年度は、ＺＯＯＭ等を活用し、 

着実に目標項目が実施できるよう工夫を行っていく。 

 

【法人本部】 

●項 目：安心・安全な事業体制の構築 

実施内容 主 な 成 果 

・感染症対策マニュアルフォーマット作成 

・事業継続計画（BCP）フォーマット作成 

 

・事業所別の感染症対応 BCP 第１版を作成 

・事業所別の自然災害発生時の BCP を原案作成 

➡防災計画との違いを明確にするなど、原案見直しが必要 

●項 目：職員採用に関する取り組み 

実施内容 主 な 成 果 

・職員採用活動のあり方検討と見直し ・職員紹介制度の原案作成 

●項 目：職員のモチベーション向上に向けた取り組み 

実施内容 主 な 成 果 

・人事評価制度導入に向けた検討 ・コンサルタントとの論点整理実施 

●項 目：ＩＣＴ導入による業務効率化 

実施内容 主 な 成 果 

・事業部門 ICT 導入支援 

・就業管理（タイムカード）、人事・給与システム更 

新による効率化 

・円滑な Care-wing 導入への支援 

・就業管理システムの導入 

●項 目：事業別実績・分析検討会の実施  

実施内容 主 な 成 果 

・事務局による実績、分析検討会の試行 

・特殊要因の現場へのヒアリング 

・月次実績管理シートの導入と経営改革会議への提出 

・経営改革メンバーにより月次実績管理シートの記載内容チェ

ックを実施 
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●項 目：各事業のあり方協議 

実施内容 主 な 成 果 

・現事業再編計画の検討と一部実施 ・市とのあり方協議内容と、事業再編案の策定 

●項 目：安定経営に向けた計画策定と準備 

実施内容 主 な 成 果 

・榛原の里大規模修繕計画の見直し案策定 ・令和３～７年度の工事内容の見直し 

 

４．人材育成 

（１）国家資格等取得及び更新の奨励制度の活用状況 

   平成 30 年 4 月 1 日から施行している「国家資格等取得及び更新の奨励に関する要綱」に基づき、

奨励金及び助成金を令和３年度に研修の申し込みを行った職員に支給した。 

令和３年度の制度活用実績 

 資格の種類 支給対象項目 支給した人数 支給金額合計 うち県補助金* 

介護職員初任者研修修了 研修受講 2 名 10,000 円 0 円 

介護福祉士 実務者研修受講 5 名 399,338 円 247,000 円 

試験合格 6 名 120,000 円  

介護支援専門員 実務研修 1 名 10,000 円  

更新研修 4 名 40,000 円  

令和３年度支給額 合計  18 名 579,338 円 247,000 円 

     (*) 滋賀県介護職員研修受講支援事業費補助金を申請し、支給額の 3分の 2の補助金を受けている。 

 

５．職員の入職・退職状況（事業団全体）   

（１）令和３年度の入・退職実績人数（R3.4.1～R4.3.31） 

雇用形態 正 規 嘱 託 契 約 パートホームヘルパー 合計 

入 職 8 名 ９名 21 名 9 名 47 名 

退 職 3 名 11 名 33 名 ７名 54 名 

R3.4.1 在職人数 98 名 65 名 130 名 87 名 380 名 

離職率 3.0% 16.9% 25.4% 8.0% 14.2% 

※ R3.4.1 現在人数には嘱託医、年休対応職員を含む 

 

（２）令和３年度 職員募集・採用選考実施状況（令和４年度入職予定者含む） 

募集職種 選考実施回数 応募者数 採用決定者数 採用決定者内訳 

 ケアワーカー（榛原） 1 回 2 名 2 名  

 看護職員  （榛原） 1 回 1 名 1 名  

 事務職   （榛原） 1 回 1 名 1 名  

 介護支援専門員 1 回 1 名 1 名 嘱託職員から登用 

 ホームヘルパー 3 回 3 名 3 名 うち 1 名契約職員から登用 

  合 計 7 回 8 名 8 名  

募集職種 採用決定者数 応募のきっかけ 

パートホームヘルパー  9 名 当事業団初任者研修修了者（3名） 

  募集方法等：ハローワーク・福祉人材センター、新聞折込・求人誌、福祉のお仕事説明会、人材派遣・人材紹介他 
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【老人福祉センター】 

 位   置   大津市立木戸老人福祉センター 大津市木戸５８番地 

大津市立北老人福祉センター  大津市今堅田二丁目４番１号 

         大津市立中老人福祉センター  大津市打出浜１番５号 

         大津市立南老人福祉センター  大津市南郷一丁目１４番３０号 

         大津市立東老人福祉センター  大津市玉野浦６番３３号 

 事 業 内 容   ・老人福祉法に基づく老人福祉センター 

         ・老人福祉法に基づくデイサービス事業 

                     （木戸・中老人福祉センターを除く。） 

 事 業 報 告    大津市の指定管理を受け管理運営を行っている５か所の老人福祉セ

ンターでは、市内在住の６０歳以上の高齢者の福祉増進の拠点として、

健康等に関する各種相談をはじめ、介護予防のための運動実践として

「介護予防講座」を開催する等、利用者が健康で明るく、そして気軽

に楽しく過ごせる場の提供を行っている。令和３年度は、昨年度から

続く新型コロナウイルス感染拡大に伴い、検温やアルコール消毒の徹

底及びソーシャルディスタンスを保つため、利用制限を行う等対策を

取りながらの運営となった。また、新型コロナウイルス感染症緊急事

態宣言の発出に伴う入浴事業の一時休止、毎年開催している高齢者趣

味講座発表会等のイベントを自粛するなど大変厳しい１年となった。

一方、人数制限はあるものの、平成２１年１０月より開催している介

護予防講座「ずーっと元気体操」をはじめ、シニアエアロビクス（木

戸老）、歌と音楽の健康体操（中老）、レベルアップ体操（南老）な

ど、介護予防に向けた内容を取り入れた運動教室について開催するこ

とができた。また、１回１００円の一般利用者を対象とした入浴サー

ビスも利用制限を行いながら実施することができた。 

          北、南、東の各老人福祉センターのデイサービス事業では、介護保

険法に基づき要介護及び要支援等の認定を受けられた高齢者に対し入

浴や食事、日常動作機能回復訓練、レクリエーション等により自立し

た生活が営めるよう支援等を行うとともに、利用者一人ひとりに対し

てより一層きめ細かいサービスを提供することに努めた。 

今後においても、新型コロナウイルス感染拡大の終息が見えない中 

ではあるが、感染予防対策を徹底し運営を行っていく。 

１．デイサービス利用状況 

項 目 ＼ 施 設 名 北老人福祉センター 南老人福祉センター 東老人福祉センター 

実 施 日 数      ２５５日      ２４９日      ２５５日 

年 間 利 用 延 人 数    ２，７３２人    ３，０９０人    ３，３８２人 

年間平均

利用者数 

２年度   １０．８人／日   １４．７人／日    １４．３人／日 

３年度   １０．７人／日   １２．４人／日    １３．３人／日 

入 浴 介 助    ２，４４７人    ２，８５３人    ２，８５６人 

サービス提供体制強化加算 加算Ⅲ 加算Ⅰ 加算Ⅲ 
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2．老人福祉センター利用状況 （生きがい事業）

294 日 294 日 294 日

12,386 人 12,322 人 27,524 人

（１日当り 48 人） （１日当り 48 人） （１日当り 107 人）

17,556 人 14,648 人 35,842 人

（１日当り 60 人） （１日当り 50 人） （１日当り 122 人）

6,003 人 7,344 人 7,637 人

（１日当り 27 人） （１日当り 33 人） （１日当り 34 人）

医療相談（月2回） 2 人 医療相談（月2回） 0 人 医療相談（月2回） 25 人

健康・生活相談 36 人 健康・生活相談 0 人 健康・生活相談 236 人

朗仁講座（2講座） 62 人 和紙人形教室（月１回） 26 人 俳句教室（月１回） 35 人

フォークダンス 184 人 民謡教室（月２回） 29 人 民謡教室（週１回） 114 人

源氏茶論 40 人 歌謡教室（週１回） 425 人 舞踊教室（月４回） 322 人

キルトサークル 199 人 民踊教室（週１回） 85 人 茶道教室（表）（月１回） 44 人

自彊術 273 人 詩吟同好会 42 人 茶道教室（裏）（月２回） 111 人

絵手紙 361 人 癒しの園芸療法 83 人 煎茶教室（月２回） 26 人

太極拳 371 人 ちぎり絵教室（月２回） 78 人

大正琴教室（月２回） 39 人

ずーっと元気体操 3,630 人 ずーっと元気体操 2,303 人 ずーっと元気体操 1,826 人

健康体操 84 人 健康体操 177 人 健康体操 169 人

歌と音楽の健康体操 277 人

287 日 294 日

11,525 人 8,120 人

（１日当り 45 人） （１日当り 32 人）

12,376 人 10,036 人

（１日当り 43 人） （１日当り 34 人）

6,605 人 4,854 人

（１日当り 30 人） （１日当り 22 人）

医療相談（月2回） 1 人 医療相談（月2回） 17 人

健康・生活相談 0 人 健康・生活相談 0 人

民踊教室（週1回） 158 人 シニアパソコン 95 人

気功教室（月２回） 121 人 若葉会（手芸） 129 人

詩吟教室（週１回） 0 人 舞踊教室（週１回） 338 人

漢字書道教室（月２回） 134 人 大正琴教室（月２回） 67 人

かな書道教室（月２回） 104 人 日本手毬（月１回） 26 人

ちぎり絵教室（月２回） 176 人 太極拳 191 人

民謡教室（月2回） 150 人

大正琴教室（月２回） 92 人

ずーっと元気体操 1,535 人 ずーっと元気体操（体操） 1,094 人

健康体操 109 人 ずーっと元気体操（気功） 1,090 人

レベルアップ体操 407 人 健康体操 130 人

　各老人福祉センターとも　　（週５日）　　火・水・木・金・土

※5センター利用者合計　　３年度 90,458 人 ２年度 71,877 人

（１日あたり 309 人） （１日あたり 280 人）

※新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言の発出に伴い、令和３年８月２７日より老人福祉センター（入浴事業）を休業とし、１０月より再開

※南老人福祉センターにおいて、デイサービス事業ご利用者の新型コロナウイルス感染が確認されたため、

　 令和４年１月１３日よりセンター（生きがい事業・デイサービス事業）を閉館とし、１月２１月より再開

開館日

年間
利用
人員

項目＼施設名

開館日

※入浴実施状況

南老人福祉センター 東老人福祉センター

各種相談事業
年間利用人員

各種教養講座
年間利用人員

健康体操
年間利用人員

入浴者数

年間
利用
人員

２年度

３年度

中老人福祉センター

各種相談事業
年間利用人員

各種教養講座
年間利用人員

健康体操
年間利用人員

木戸老人福祉センター 北老人福祉センター

２年度

３年度

項目＼施設名

入浴者数
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【デイサービスセンター】 

 位   置  大津市立木戸デイサービスセンター  大津市木戸７０９番地 
唐崎デイサービスセンター       大津市唐崎三丁目１７番３５号 
晴嵐デイサービスセンター      大津市北大路一丁目９番２号 
三大寺デイサービスセンター     大津市三大寺８番 D3－101 号 

 

 事 業 内 容  ・老人福祉法に基づく老人デイサービスセンター 

 

 事 業 報 告   木戸、唐崎、晴嵐及び三大寺デイサービスセンターで実施しているデ 

イサービス事業では、介護保険法に基づき要介護及び要支援等の認定を 

受けられた高齢者に対し入浴や食事、レクリエーション等により自立し 

た生活が営まれるよう在宅福祉の支援に努めるとともに、利用者一人ひ 

とりに対し、より一層きめ細かいサービスを提供することに努めた。一 

方、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、昨年度に引き続き地域と密着 

したデイサービスを目指すための行事（夏祭り等）は全て中止すること 

となった。 

唐崎及び三大寺デイサービスセンターでは、生活援助員派遣事業（シ 

ルバーハウジング世話付住宅）を行い、入居者に対する安否確認や日常 

の生活援助を行うため生活援助員を配置し、安心した生活が営まれるよ 

う支援を行った。シルバーハウジングの入居状況は、令和４年３月末現 

在で、唐崎１１世帯(内、独居１０世帯)、三大寺２６世帯(内、独居２０ 

世帯)である。 

         また、唐崎デイサービスセンターでは、地域の高齢者へ施設を開放す 

るとともに、人数制限を設けながらではあるが１回１００円の一般利用 

者を対象とした入浴サービスを実施した。 

唐崎デイサービスセンター一般利用者合計 年間２，７８３人 

（１日あたり１０．５人）  

 尚、新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言の発出に伴い、令和３年 

８月２７日より唐崎デイサービスセンターでの一般利用者を対象とした 

入浴サービスを休止していたが、１０月に再開することができた。今後 

においても、新型コロナウイルス感染拡大の終息が見えない中ではある 

が、感染予防対策を徹底し運営を行っていく。 

   デイサービス利用状況 

項 目 ＼ 施 設 名 
木戸デイサービ

スセンター 

唐崎デイサービ

スセンター 

晴嵐デイサービ

スセンター 

三大寺デイサー 

ビスセンター 

実 施 日 数 ２５４日 ２５４日 ２５５日 ２５５日 

年 間利用延 人数 ６，５６７人 ３，４９６人 ３，２３２人 １，８８２人 

年間平均

利用者数 

２年度 ２８．７人／日 １４．６人／日 １３．９人／日 ９．９人／日 

３年度 ２５．９人／日 １３．８人／日 １２．７人／日 ７．４人／日 

入 浴 介 助 ５，５９２人   ３，２６２人   ２，８８７人   １，７７５人 

サービス提供体制強化加算 加算Ⅰ 加算Ⅲ 加算Ⅲ 加算Ⅲ 

  ※木戸デイサービスセンターにおいて、土砂災害警戒情報が発令されたため、 

令和３年５月２１日デイサービスを休止 

※唐崎デイサービスにおいて、職員の新型コロナウイルス感染が確認されたため、 

令和４年３月８日デイサービスを休止 
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【ホームヘルプサ－ビス事業】 

 

 事 業 内 容  ・老人福祉法に基づく老人居宅介護等事業   

        ・障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業 

          （居宅介護、重度訪問介護、行動援護、同行援護） 

        ・障害者移動支援事業（大津市委託事業） 

       ・多胎児家庭育児支援事業（大津市委託事業）  

       ・生活応援サービス（自費サービス）  

 

事 業 報 告   大津市内に６カ所のヘルパーステーションを展開し、市内全域に介護

保険サービス、総合事業サービス、障害福祉サービス、大津市の委託事

業サービスを提供している。 

        令和３年度は、訪問介護記録システム（care-wing）を導入し、訪問記

録の電子データ化や訪問指示や報告、訪問予定の確認をシステム上で行

うことが可能になり、ペーパーレス化や効率的な業務の遂行が実現でき

るようにシステム運用の習熟に努めた。 

パートホームヘルパーは前年度から１名少なくなり、また高齢化や給

与の上昇により１人あたりの稼働時間も減少傾向が継続している。また、

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、介護サービスの利用控え

や、ヘルパーが感染することによる自宅待機によって、サービスの提供

を中止したり、他事業所にサービスを振り替えたりすることにより、提

供時間数が減少している。 

 今後は、当法人で実施している介護職員養成研修の受講生に働きかけ

て、パートヘルパーの確保に努めるとともに、働きやすい職場を実現し、

パートヘルパーの定着・育成を進める。また新型コロナウイルス感染症

に対しては、基本的な感染対策を徹底し、安心安全なサービスの提供に

努める。 

                           

ホームヘルパー利用実績 

・令和２年度   

区   分 年間延利用人数 月平均 年間利用時間 

介護保険（訪問・総合事業） ５，４３１人 ４５３人 ４７，３１７時間 

障害福祉サービス事業 １，８１２人 １５１人 １６，８６８時間 

障害者移動支援事業  ６１人 ５人 ３２３時間 

多胎児育児支援事業 ４５人 ４人 １６１時間 

    計 ７，３４９人 ６１３人 ６４，６６９時間 

 

生活応援サービス １８５人 １５人 ３０１時間 

 

 

 

 

 

 

 

-18-



 

・令和３年度   

区   分 年間延利用人数 月平均 年間利用時間 

介護保険（訪問・総合事業） ５，２５９人 ４３８人 ４４，４１７時間 

障害福祉サービス事業 １，８５７人 １５５人 １５，３１５時間 

障害者移動支援事業       １８２人 １５人 ８１６時間 

多胎児育児支援事業 １０２人 ９人 ４５５時間 

    計 ７，４００人 ６１７人 ６１，００３時間 

 

生活応援サービス １８３人 １５人 ２９２時間 

※障害者移動支援事業は近江八幡市の委託事業分(延べ１１人、１６時間)を含む 
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【障害者相談支援事業】 

  

事 業 内 容  ・大津市からの委託による障害者の相談支援事業 

       ・障害者総合支援法に基づく障害者一般相談支援事業・特定相談支援事業 

       ・児童福祉法に基づく障害児相談支援事業 

 

事 業 報 告   木戸デイサービスセンター内に、木戸障害者相談支援センターを開設し、

専任の相談員１名が相談事業に従事している。 

         市からの委託料     月額２６２，５００円 

         個別訪問調査委託料   １件  ６，９２０円 

         サービス利用支援    １件 １５，４９７円 

         継続サービス利用支援  １件 １２，８３６円         

        主な支援方法は、訪問や来所による相談、同行、関係機関との調整など 

       であり、支援内容は福祉サービスの利用方法・事業所等の紹介、社会参加・

余暇活動の紹介、家族関係・人間関係の調整、サービス等利用計画の作成

とそれに伴うモニタリングの実施、障害支援区分の認定調査などである。 

 

相 談 実 績  個別相談支援活動の件数 

支援方法 

令和２年度 令和３年度 

人数 延べ回数 人数 延べ回数 

訪問 ９５ ４２６ １６１ ６１３ 

来所相談 １１ １７ １２ １７ 

同行 １３ ３８ ９ ２０ 

電話相談 ４３ ２７８ ４９ １８３ 

電子メール １２ ３１ ７ ３７ 

個別支援会議 ２６ ３９ ２３ ３０ 

関係機関 ９０ １，３２０ ９０ １，３２０ 

その他 １２ １４ １５ １９ 

書類作成提出 ０ ０ ０ ０ 

合計 ９４ ２，１６３ １０６ ２，１６７ 

  ※ 個別相談活動の人数については、それぞれの支援方法の人数には重複があり、合計 

人数は実人数を示しているため、全ての支援方法の人数の合計とは異なる人数となっ 

ている。 
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【特別養護老人ホーム榛原の里】 

 

位  置  大津市真野普門三丁目１１２０番地 

 

事業内容  ・老人福祉法に基づく特別養護老人ホーム 

      ・老人福祉法に基づく老人短期入所事業（ショートステイ） 

      ・老人福祉法に基づく老人デイサービス事業 

       

事業報告 

１．特別養護老人ホーム（長期入所）・・・定員１１４名 

   長期入所は、令和元年度から慢性的な介護職員不足により入居者・利用者の受け入

れ体制を制限せざるを得ず、計画的に空床を設けてきた。今期は当初予算作成時点に

おいて夜勤介護職員の４２名体制を早期に実現し、稼働率も定員１１４名に対し９６．

０％の１０９．４人を目標値と定めた。しかし、今期の採用等の最終的な実績は採用

１名、退職 1 名、人事異動１名、長期療養１名の計４１名（令和３年３月末４１名体

制）体制となり、人員体制の整備は進まなかった。その結果、空床も改善されず、ま

た後述する新型コロナ感染症の影響もあり、最終的には年間の平均ベッド利用状況は

１０３．９人(平均ベッド稼働率９１．１%)の稼働状況となった。引き続き空床改善に

向け夜勤介護職員の確保に努力していく。 

一方、ICT 機器の導入に関しては、令和２年度末から３年度にかけて、滋賀県介護職

員環境改善支援事業補助金等を活用し、眠りスキャン４０台、Wi-Fi アクセスポイント

３２ケ所の設置、ノートパソコン１２台、タブレット１１台の新設および更新のほか、

ケアカルテシステムを導入し、特養の記録管理や情報収集の一元化を図り、業務効率

の改善を図ってきた。令和４年度以降は、ICT チームが主体となり、導入後の課題整理

と導入効果の研究に努め、入居者・利用者の健康管理等への新たなアプローチや、新

規入職者への ICT 機器取り扱い支援等を行っていこうと考えている。 

また、最優先対応であるコロナ対策では、今年３月９日に施設内でコロナの罹患者

が発生し、一時的には入居者・職員併せて３４名の罹患者を抱え、クラスターに認定

される状態となった。その間、職員総がかりで入居者の対応にあたり、罹患者の減少

に努めた結果、４月８日にようやく終息宣言を出すことができた。今回の経験で得た

知見は、今後同種の感染症が発生した時には大いに役立つことと思われる。 

さらに施設内委員会（新型コロナ感染症対策・研修・広報・給食・衛生感染症・排

泄褥瘡予防、リスクマネジメント）においては、常に課題抽出を行い、全員が課題共

有できるようセクション間での連携を意識した運営ができた。また、老人福祉施設の

第一義と捉える QOL 向上支援について、ご家族や身元引受人等とのコミュニケーショ

ンに努めながら、介護・看護および専門職層がケアマネジャーを中心としたサービス

担当者会議を通じて意思疎通を図り、承認されたケアプランに基づいて様々な支援を

行いながら、皆様の穏やかな生活の提供に寄与することができた。 
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※令和４年３月３１日現在の状況は次のとおりである。  

 

（１）入所区分 

区  分 男  性 女  性 計 

男  女  別     ９人     ９９人 １０８人 

平 均 年 齢   ８４．２歳   ９０．４歳 ８９．９歳 

   ・市内入所者     １０８人   市外入所者 １人 

   ・９０歳以上      ５９人  （男性 ２人、女性５７人） 

   ・最高年齢者     １０３歳（女性） 最低年齢者 ７０歳（女性） 

 

（２）要介護区分 

要介護度 １ ２ ３ ４ ５ 平均要介護度 

人 数 ０ ０ ４５ ３８ ２５ 
３．８ 

比 率 ０％ ０％ ４１．７％ ３５．２％ ２３．１％ 

 

（３）入居状況（稼働率） 

年度 利用延人数 稼働率 一日当たり入居者数 定員 

元年度 ３７，７４３人 ９０．４％ １０３．１人/日 １１４床 

2 年度 ３７, ０７３人 ８８．８％ １０１．３人/日 １１４床 

3 年度 ３７，９１８人 ９１．１％ １０３．９人/日 １１４床 

 

（４）心身の状況 

  ・ねたきり   １５人 （入所者全体の１３．９％） 

  ・車椅子利用  ８８人 （ 〃    ８１．５％） 

  ・認知症関係 １０７人 （ 〃    ９９．１％） 

 

２．ショートステイ・・・定員１６名 

   寝たきりや認知症など介護を必要とする高齢者を抱える家族が、一時的にご家庭で

介護が困難な場合やレスパイトケアを目的に短期入所サービスを利用されるもので、

日常生活上の援助等を個別のニーズに基づいた短期入所生活介護サービス計画により

提供した。コロナ禍の影響あるいは夜勤介護職員不足により１日平均８名（５２％）

の稼働状況となり、１５人/日の目標値を下回った。 

 

 ・利用状況   

年度 利用実数 利用延人数 稼働率 一日当たり利用者数 定員 

元年度 ３１６人 ３，６０６人 ６１．９％  ９．９人/日 １６床 

2 年度 ２７８人 ３，２７４人 ５６．２％   ９．０人/日 １６床 

3 年度 ２５２人 ３，０５９人 ５２．４％  ８．４人/日 １６床 
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３．デイサービス・・・定員２９名（通常規模型） 

   要介護、要支援状態または事業対象者（総合事業）と判定された方が、利用者の社

会的な孤独感の解消及び心身の機能維持を図るため、また、家族介護の軽減に資する

ため、個別のニーズに基づいた通所介護サービス計画によりサービス提供に努めた。 

   また、今期においては、先述したように特養においてコロナの罹患者が発生したこ

となどにより、利用自粛等から１日当たりの目標数値が当初の目標値(２５人)よりも

下回る結果となった。 

 

 ・利用状況                              

区 分 実施日数 利用者数 
１日当り 

利用者数 

サービス内容 

入 浴 食 事 

通常 

規模型 

 

２５１日 

介護4,353人 

予防 999 人 

 計 5,352人 

 

２１．３人 

 

 

4,887 人 

 

5,349 人 

                   ※令和２年度 24.1 人/日 

 

４．令和３年度榛原の里施設整備状況 

     榛原の里は、平成２３年４月１日より大津市から施設譲渡を受け、大津市との間で

の譲渡に関する協定書により、平成２３年度から１０年間（平成３２年度）で５億円

の改修事業（市からの補助金は６０％の３億円）を実施する予定であったが、未執行

の部分が生じたことから、令和３年４月１日から令和６年３月３１日までの３年間に

大津市から補助金として毎年２０,０００千円ずつの計６０，０００千円が交付される

こととなり、令和３年度は、その初年度として下記の工事を実施した。 

・施設整備費の内訳 

 

工 事 名 金 額（税込） 円 

 

本館１階居室前廊下等空調設備更新工事 

  

２６，８１２，５００ 

合    計 

 

２６，８１２，５００ 

財源内訳 

 

市補助金 

 

２０，０００，０００ 

 

事業団負担 

 

６，８１２，５００ 
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【大津市立さがみ川老人憩の家運営事業】 

 

位   置  大津市膳所二丁目５番５  

 

事 業 報 告  令和元年度から大津市の委託を受け、施設の管理及び運営を行なった。 

さがみ川老人憩の家では、市内に居住する６０歳以上の高齢者の心身の

健康増進を図ることを目的に、入浴事業を実施した。 

 

 利用状況        

入浴者数 

年 度 項  目 開館日 入浴者数 

２年度 

年間計 １０２日  １，８０９人  

１日平均   １８．７人 

３年度 

年間計 １２７日  ２，５２８人  

１日平均   １９．９人 

※新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言の発出に伴い、 

令和３年８月２８日より施設を閉鎖し、１０月に再開した 
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【ふれあいプラザ】 

 

 位   置  大津市浜大津四丁目１番１号（明日都浜大津４・５階） 

  

事業の種別  公益事業 

 

事 業 報 告   大津市の指定を受けた指定管理者として、明日都浜大津の４階、５階 

の貸室業務を中心に、施設の運営及び維持管理等を行っている。 

        「大津市ふれあいプラザ」の設置目的を理解し、市民の福祉の増進及

び市民の交流の促進に貢献する場の提供を心掛けた。 

昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染防止対策を徹底したうえ

での開館、また、８月には、「まん延防止等重点措置の適用」及び「緊急

事態宣言の発令」に伴い、市からの要請により閉館時間を１時間繰り上

げる等、対応に追われる１年となった。 

利用状況については、３密を避けるため、使用できる座席数を制限す

る等の対応を図りながらのご利用となる一方、ホール、視聴覚室におい

て長期間、市のワクチン接種会場として利用があったことから、年間の

利用者数が大幅に増加した。 

事業計画にも掲げていた自主事業ついては、当該施設設置目的である

「交流の促進」に向けた事業を実施するもとともに、市民に開かれた施

設を目指す目的で近隣の保育園園児による作品展を開催し、多くの方に

観覧いただいた。 

また、施設の利用促進については、ホームページによる貸室予約状況

の情報提供や利用申込みが重複した場合に代替利用を促し利用調整を行

うなど、稼働率向上を図った。さらに、ご利用者の声をお伺いする目的

でアンケートを実施し、多くの方に満足いただいている結果となった。 

職員研修においては、利用申込みや問い合わせでご利用者と直接の応

対が必要となることから、独自に接遇研修を行うとともに、企業の社会

的責任に対する関心が高まっている人権について研修会を開催し、職員

の意識改革を図った。 

 

 貸室利用状況 

貸室区分：ホール、視聴覚室、大会議室、中会議室、小会議室、和室 

開館日数：３５３日（令和２年度３０８日） 

 

 項  目 貸 室 件 数 利 用 者 数 

２年度  

年 間 ３，０８３件 ４７，７０９人 

１日平均 １０．０件 １５４．９人 

３年度  

年 間 ４，３８０件 １４７，５８２人 

１日平均 １２．４件 ４１８．１人 
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【介護員養成研修事業】 

 

 事業の種別  公益事業 

         滋賀県介護員養成研修事業実施要綱に基づく知事指定研修 

 

 事 業 報 告  （１）介護職員初任者研修課程 

 

         事業団では、平成１６年度から訪問介護員養成研修事業を実施し（平成

２５年からは介護職員初任者研修に移行）、延べ５２８名（平成１６年度

～令和３年度の累計）が修了し、多くの方が介護分野で就業頂いていると

ころである。 

         令和３年度は感染症対策を十分に行ったうえで６月に開講（一部実習は

新型コロナウイルス感染拡大を考慮し中止）、１９名が修了した。 

         今後も、新型コロナウイルス感染症の感染状況を見ながら、感染症対策

を十分に行い、介護保険制度のもと、高齢者の増大かつ多様化するニーズ

に対応した適切なサービスを提供するため、必要な知識、技能を有する介

護職員の養成に努めていく。 

          

実施期間 
令和３年６月９日 ～ 令和３年１２月１４日までの２３日間 

（延べ１３０時間） 

受講者数 ２０名（定員３０名）・・・・修了者１９名 

受 講 料 ３０，０００円 

 介護に関わる人材が不足している中で、少しでも人材を増や

す事が求められており、より研修を受けやすくするため、又、

事業団として社会貢献を積極的に展開する一助となるよう、受

講料を安価に設定している。 

      

     （２）生活援助従事者研修 

 

      生活援助従事者研修は、平成３０年度に新設された掃除、洗濯、調理

など生活援助サービスを提供する人材を育成するための研修であり、大

津市の委託を受けて実施した。令和３年度は１０月に開講し、１１名が

修了した。 

       

実施期間 
令和３年１０月８日 ～ 令和３年１２月２３日までの１２日間 

(延べ ５９時間) 

受講者数 １３名（定員３０名）・・・・修了者１１名 

受 講 料 無料 
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【木戸交流センター】 

 

位   置  大津市木戸７０９番地 

  

事業の種別  公益事業 

 

事 業 報 告   平成２１年度から大津市の指定を受けた指定管理者として管理・経営 

       を行った。 

令和２年４月に木戸コミュニティーセンターから木戸交流センターに

改称し、福祉、教育等をはじめとする地域の交流の場及び人と人とのふ

れあいや心のつながりを深める場として、広く市民に提供し、さらに多

くの市民に利用されるよう情報提供を図って、効率的な貸室業務を実施

した。 

 

 貸室利用状況 

       貸室区分 ：集会室、和室１、和室２、調理実習室 

実貸室日数： ２９７日（２年度２２９日） 

年 度 項  目 貸 室 件 数 利 用 者 数 

２年度 

年間計 ３７１件   ２，７０５人  

１日平均 １．６件  １１．８人 

３年度 

年間計 ３６７件   ２，５３２人  

１日平均  １．２件  ８．５人   
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【居宅介護支援事業】 

 

 事 業 内 容  ・介護保険法に基づく居宅介護支援事業  

        ・介護予防支援及び介護予防ケアマネジメント業務の一部の業務（委託

事業） 

        ・大津市における要介護認定要支援認定のための訪問調査実施業務（大

津市委託事業） 

  

事 業 報 告  大津市内に５ヶ所の居宅介護支援事業所を設置し、介護支援専門員（ケ

アマネジャー）を配置し、介護保険法に基づく居宅介護支援事業を実施した。

また、介護予防支援の一部委託業務を市地域包括支援センターから受託した。

これらの事業においては、利用者や家族の希望を基に利用者の心身の状態、

環境等に応じた適切なケアプランを作成し、居宅介護サービス事業所等と連

携を図り、利用者の自立支援に向けた円滑なサービスの提供が図れるよう努

めた。 

利用状況では、利用者数が介護支援で前年に比べ４．７％増加し、予防

支援（総合事業の介護予防ケアマネジメントを含む）で１４．３％減少し

ている。 

今後は、法人内の他事業との連携状況について検討を行い、必要であれ

ば居宅介護支援事業所の設置を検討していく。 

 

居宅介護支援事業所実績件数 

（１）居宅介護支援、介護予防支援（ケアプラン作成） 

  ・令和２年度                                                   （単位：件） 

区  分 

居宅介護支援件数 介護予防支援受託件数 合  計 

年間計 月平均 年間計 月平均 年間計 月平均 

５居宅介護支援

事業所 

５，０７９ ４２３ ２，１３５ １７８ ７，２１４ ６０１ 

・令和３年度                           （単位：件） 

区  分 

居宅介護支援件数 介護予防支援受託件数 合  計 

年間計 月平均 年間計 月平均 年間計 月平均 

５居宅介護支援

事業所 

５，３１９ ４４３ １，８３１ １５２ ７，１５０ ５９６ 
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（２）要介護（要支援）認定訪問調査 

要介護（要支援）認定のための訪問調査業務を大津市等から受託し、介護支援専門

員が業務を実施した。 

・令和２年度      （単位：件） 

区  分 

訪問調査件数 

年間計 月平均 

５居宅介護支援

事業所 

１８７ １６ 

・令和３年度       （単位：件） 

区  分 

訪問調査件数 

年間計 月平均 

５居宅介護支援

事業所 

３２６ ２７ 
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【地域包括支援センター事業】 

 

 事 業 内 容  ・介護保険法に基づく地域支援事業（包括的支援事業）  

        ・介護保険法に基づく介護予防支援及び介護予防ケアマネジメント事業 

 

事 業 報 告  令和２年７月に、真野・真野北・伊香立・葛川学区の保健医療の向上及

び福祉の増進を包括的に支援することを目的として、真野地域包括支援セ

ンターを開所した。 

コロナ禍で十分な訪問活動ができない中、電話での相談や来所されて相

談を受けた場合、初回相談を丁寧に分析し、専門職の意見を取り入れなが

ら、相談者の困りごとの解決に努めた。また、介護予防推進事業として令

和２年に立ち上げた百歳体操を継続して実施し、介護予防サポーター応援

事業を後方支援して推進した。 

相談件数は、前年度に比べて、月平均で１２８．８％増加しており、地  

域住民にセンターの存在を周知し、気軽に相談してもらうことで、課題解

決に努め、住みよいまちづくりを目指していく。 

介護予防支援及び介護予防ケアマネジメント事業においては、地域包括

支援センターに所属するプランナーだけではケアマネジメントができな

いため、地域の居宅介護支援事業所に事業委託することで円滑な実施がで

きている。委託率は８０％を超えるが、可能な限りサービス担当者会議に

参加し、ケアプランの内容確認及び助言を行った。                        

相談件数 

・令和２年度（７月～３月）   

区   分 延べ件数 月平均 

電話相談件数 ５３４件 ５９．３件 

来所相談件数 ２６０件 ２８・９件 

訪問件数 ２１６件 ２４．０件 

    計 １，０１０件 １１２．２件 

 

給付管理件数 

・令和２年度（７月～３月） 

区   分 延べ件数 月平均 

給付管理総件数 ２，１３２件 ２３６．９件 

委託プラン件数 １，７３７件 １９３．０件 

 

相談件数 

・令和３年度（４月～３月）   

区   分 延べ件数 月平均 

電話相談件数 １，０３２件 ８６．０件 

来所相談件数 ４２９件 ３５．８件 

訪問件数 ２７２件 ２２．７件 

    計 １，７３３件 １４４．５件 
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給付管理件数 

・令和３年度（４月～３月） 

区   分 延べ件数 月平均 

給付管理総件数 ２，８１５件 ２３４．６件 

委託プラン件数 ２，２６９件 １８９．１件 
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事業報告の附属明細書 

 

令和３年度事業報告の附属明細書「社会福祉法人会計基準」（平成２８年厚生労働省令第

７９号第２条の２５第３項に規定する附属明細書）「事業報告の内容を補足する重要な事項」 

 

 

・社会福祉充実残額算定シート                 ・・・ ３４頁 
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１．「活用可能な財産の算定」

項目 ⾦額 ⼿⼊⼒（必須⼊⼒）するセルです（※「社会福祉法⼈の財務諸表等電⼦開⽰システム」搭載版では、他シートを参照するための計算式が設定されていますので、⼿⼊⼒は不要となります。）
資産（a） 1,311,274,929
負債（ｂ） 194,454,811 計算式が設定されており、⼊⼒することはできません。
基本⾦（ｃ） 3,000,000
国庫補助⾦等特別積⽴⾦（ｄ） 692,089,209 ⼿⼊⼒するセルです。（不明の場合は、記載要領に従って⼊⼒してください）

合計（a－ｂ－ｃ－ｄ） 421,730,909
合計額を算出するための計算式が設定されており、⼊⼒することはできません。

２．「社会福祉法に基づく事業に活用している不動産等」
プルダウンリストから選択するセルです。直接⼊⼒することはできません。

（１）財産目録における貸借対照表価額
合計（a） 778,167,957

（２）対応負債
項目 ⾦額

１年以内返済予定設備資⾦借⼊⾦ 0
１年以内返済予定リース債務 3,099,660
設備資⾦借⼊⾦ 0
リース債務 5,750,180

合計（ｂ） 8,849,840

（３）合計
項目 ⾦額

財産目録合計（a） 778,167,957
対応負債合計（ｂ） 8,849,840
対応基本⾦（ｃ） 3,000,000
国庫補助⾦等特別積⽴⾦（ｄ） 692,089,209

合計（a－ｂ－ｃ－ｄ） 74,228,908

３．「再取得に必要な財産」

（１）将来の建替費用

一般的１㎡当たり
単価（a）

当該建物の建設時の
取得価額（b）

建設時延べ床
面積（c） a/（b/c）

（榛原拠点）大津市真野普門三丁目字穴口1120番地他 2011年度 6,268.3500 612,990,740 1.139 290,000 2,572,307,000 6,268.350 0.707
（榛原拠点）大津市真野普門三丁目字穴口1120番地他 1995年度 269,690 242,721 1.186 290,000 269,690
（榛原拠点）大津市真野普門三丁目字穴口1120番地他 1996年度 768,895 692,006 1.183 290,000 768,895
（榛原拠点）大津市真野普門三丁目字穴口1120番地他 2011年度 3,528,000 6,138,623 1.139 290,000 8,820,000
（榛原拠点）大津市真野普門三丁目字穴口1120番地他 2012年度 12,222,000 11,280,700 1.147 290,000 30,555,000
（榛原拠点）大津市真野普門三丁目字穴口1120番地他 2013年度 14,205,600 7,662,056 1.118 290,000 35,514,000
（榛原拠点）大津市真野普門三丁目字穴口1120番地他 2015年度 4,752,000 11,879,999 1.079 290,000 11,880,000
（榛原拠点）大津市真野普門三丁目字穴口1120番地他 2018年度 122,880 72,037 1.022 290,000 307,200 - -
（⽼⼈福祉センター拠点）大津市今堅⽥⼆丁目4-1 1997年度 459,375 413,438 1.174 290,000 459,375 - -

合計
※　割合は小数点第4位四捨五⼊。
※　⾏が不⾜する場合は適宜追加すること。

（３）設備・⾞輌等の更新に必要な費用
合計 198,214,569

（４）合計
項目 ⾦額

将来の建替費用 185,714,701
大規模修繕に必要な費用 73,516,147
設備・⾞輌等の更新に必要な費用 198,214,569

合計 457,445,417

４．「必要な運転資⾦」

項目 ⾦額 月数 合計額
年間事業活動⽀出 1,440,818,591 12 3 360,204,647

５．「計算の特例」

項目 ⾦額 月数 合計額
年間事業活動⽀出 1,440,818,591 12 12 1,440,818,591

６．「社会福祉充実残額」

項目 ⾦額
活用可能な財産 421,730,909
社会福祉法に基づく事業に活用している不動産等 74,228,908
再取得に必要な財産 0
必要な運転資⾦ 0
計算の特例 1,440,818,591

合計 -1,093,310,000 適用する

７．「現況報告書に記載する「社会福祉充実残額」」

項目 ⾦額
社会福祉充実残額 -1,093,310,000 
社会福祉充実計画用財産

合計 -1,093,310,000 

社会福祉充実残額算定シート

財産の名称等 取得年度
建設時延べ床面積

（小数点以下第４位
を四捨五⼊）

建設時⾃⼰資⾦ 大規模修繕実績額 減価償却累計額

建設単価等上昇率

控除対象財産計
計算の特例適用

※「５．計算の特
例」の適用有無を
変更する場合、以
下のセルから選択す
ること。

1,515,047,499

①建設工事費
デフレーター

②１㎡当たり単価上昇率
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⼿⼊⼒（必須⼊⼒）するセルです（※「社会福祉法⼈の財務諸表等電⼦開⽰システム」搭載版では、他シートを参照するための計算式が設定されていますので、⼿⼊⼒は不要となります。）

（２）大規模修繕に必要な費用

建設時⾃⼰資⾦
（d） d/b

1.139 24% - - 24.0% 167,567,148 612,990,740 23% - - 604,880,639 70,024,498 70,024,498
1.186 24% 269,690 100.0% 100.0% 287,867 242,721 23% - - 26,969 5,582 5,582
1.183 24% 768,895 100.0% 100.0% 818,643 692,006 23% - - 76,889 15,916 15,916
1.139 24% 3,528,000 40.0% 40.0% 2,796,756 6,138,623 23% - - 2,681,377 429,228 429,228
1.147 24% 12,222,000 40.0% 40.0% 5,175,585 11,280,700 23% - - 19,274,300 1,636,666 1,636,666
1.118 24% 14,205,600 40.0% 40.0% 3,426,471 7,662,056 23% - - 27,851,944 1,382,066 1,382,066
1.079 24% 4,752,000 40.0% 40.0% 5,127,407 11,879,999 23% - - 1 0 0
1.022 24% 122,880 40.0% 40.0% 29,448 72,037 23% - - 235,163 12,683 12,683
1.174 24% 459,375 100.0% 100.0% 485,376 413,438 23% - - 45,937 9,508 9,508

185,714,701 73,516,147

社会福祉充実残額算定シート

⾃⼰資⾦⽐率

合計額
一般的大規模修繕

費用⽐率
（b）

大規模修繕実績額 合計額①

※大規模修繕額が不明な場合

合計額
（①、②のいずれか）貸借対照表価額

（c）

合計額②
（（a×b）×
c/（a＋c））

①、②のいずれか
⾼い⽅の率

③一般的⾃⼰
資⾦⽐率

④建設時⾃⼰資⾦⽐率
③、④のいずれか

⾼い⽅の率

減価償却累計額
（a）
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（別添）

（単位︓円）

場所・物量等 取得年度 使用目的等 取得価額 減価償却累計額 貸借対照表価額 控除対象 控除対象額 社会福祉充実計
画用財産額

現⾦預⾦ 滋賀銀⾏本店営業部他 運転資⾦ 140,391,537 ×
事業未収⾦ (全拠点) ２，３月分介護報酬等 226,157,879 ×
未収⾦ (本部拠点)(榛原の⾥拠点) 包括支援センター派遣委託費他 1,288,414 ×
未収収益 (本部拠点) 職員給与の拠点区分間振替額 ×
前払⾦ (全拠点) 福祉サービス総合保障加入費用他 2,045,556 ○ 2,045,556

仮払⾦ (⽼福拠点)(デイ拠点)(ふれプラ拠点) お釣り用現⾦ 105,000 ○ 105,000

0 0 369,988,386

土地

建物 （榛原拠点）大津市真野普門三丁
目字穴口1120番地他 2011年度 第１種社会福祉事業である、介護⽼⼈福

祉施設に使用している。 1,217,871,379 612,990,740 604,880,639 ○ 604,880,639

定期預⾦ 滋賀銀⾏大津市役所出張所 3,000,000 ○ 3,000,000

1,217,871,379 612,990,740 607,880,639

土地

建物 （榛原拠点）大津市真野普門三丁
目字穴口1120番地他 1995年度 第１種社会福祉事業である、介護⽼⼈福

祉施設の物置として使用している。 269,690 242,721 26,969 ○ 26,969

（榛原拠点）大津市真野普門三丁
目字穴口1120番地他 1996年度 第１種社会福祉事業である、介護⽼⼈福

祉施設の物置として使用している。 768,895 692,006 76,889 ○ 76,889

（榛原拠点）大津市真野普門三丁
目字穴口1120番地他 2011年度 第１種社会福祉事業である、介護⽼⼈福

祉施設の改修工事による取得。 8,820,000 6,138,623 2,681,377 ○ 2,681,377

（榛原拠点）大津市真野普門三丁
目字穴口1120番地他 2012年度 第１種社会福祉事業である、介護⽼⼈福

祉施設の改修工事による取得。 30,555,000 11,280,700 19,274,300 ○ 19,274,300

（榛原拠点）大津市真野普門三丁
目字穴口1120番地他 2013年度 第１種社会福祉事業である、介護⽼⼈福

祉施設の改修工事による取得。 35,514,000 7,662,056 27,851,944 ○ 27,851,944

（榛原拠点）大津市真野普門三丁
目字穴口1120番地他 2015年度 第１種社会福祉事業である、介護⽼⼈福

祉施設の改修工事による取得。 11,880,000 11,879,999 1 ○ 1

（榛原拠点）大津市真野普門三丁
目字穴口1120番地他 2018年度 第１種社会福祉事業である、介護⽼⼈福

祉施設の改修工事による取得。 307,200 72,037 235,163 ○ 235,163

（⽼⼈福祉センター拠点）大津市今
堅田二丁目4-1 1997年度 第２種社会福祉事業である、大津市⽴北

⽼⼈福祉センターの倉庫として使用している。 459,375 413,438 45,937 ○ 45,937

構築物 （榛原拠点）大津市真野普門三丁
目字穴口1120番地他

第１種社会福祉事業である、介護⽼⼈福
祉施設の道路法⾯改修工事による取得。 16,604,818 3,147,993 13,456,825 ○ 13,456,825

（ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ拠点）大津市大江
三丁目2-1

第２種社会福祉事業である、訪問介護事
業所の⾃転⾞置き場として使用している。 380,415 342,374 38,041 ○ 38,041

（ホームヘルプサービス拠点）大津市
真野四丁目２番１、１８番

第２種社会福祉事業である、訪問介護事
業所の施設改修工事による取得。 4,912,322 1,945,607 2,966,715 ○ 2,966,715

（ホームヘルプサービス拠点）大津市
真野四丁目２番１、１８番

第２種社会福祉事業である、訪問介護事
業所の⾃転⾞置き場として使用している。 139,310 30,472 108,838 ○ 108,838

（ホームヘルプサービス拠点）大津市
真野四丁目２番１、１８番

第２種社会福祉事業である、訪問介護事
業所のメッシュフェンス設置により取得。 154,277 13,497 140,780 ○ 140,780

（ホームヘルプサービス拠点）大津市
真野四丁目２番１、１８番

第２種社会福祉事業である、訪問介護事
業所のバイク置き場として使用している。 297,000 16,582 280,418 ○ 280,418

（ホームヘルプサービス拠点）大津市
真野四丁目２番１、１８番

第２種社会福祉事業である、訪問介護事
業所の通用口の庇として使用している。 165,000 6,448 158,552 ○ 158,552

（地域包括支援センター拠点）大津
市真野四丁目２番１、１８番

公益事業である、真野地域包括支援セン
ターの施設改修工事による取得。 3,088,203 1,223,135 1,865,068 ×

（地域包括支援センター拠点）大津
市真野四丁目２番１、１８番

公益事業である、真野地域包括支援セン
ターの⾃転⾞置き場として使用している。 87,579 19,157 68,422 ×

（地域包括支援センター拠点）大津
市真野四丁目２番１、１８番

公益事業である、真野地域包括支援セン
ターのメッシュフェンス設置により取得。 96,989 8,485 88,504 ×

機械及び装置 （榛原拠点）大津市真野普門三丁
目字穴口1120番地他 加湿器 619,500 557,550 61,950 ○ 61,950

（⽼⼈福祉センター拠点）大津市打
出浜1-5他１か所 食堂空調設備、薬液注入装置 2,265,066 2,038,560 226,506 ○ 226,506

（デイサービスセンター拠点）大津市
三大寺8-D3-101 薬液注入装置 262,500 236,250 26,250 ○ 26,250

⾞輌運搬具 日産キャラバン等64台 利用者送迎用、職員移動用 42,904,784 38,468,784 4,436,000 ○ 4,436,000

器具及び備品 タンス、パソコン、プリンター他 入居者使用物品、事務用品等 217,883,299 133,289,729 84,593,570 ○ 84,593,570

有形リース資産 ヘルストロン11台、日産キャラバン3台 ⽼⼈福祉センターの利用者向け健康器具
介護⽼⼈福祉施設の利用者送迎⾞輌 18,293,400 9,828,020 8,465,380 ○ 8,465,380

ソフトウェア コンピュータソフト 介護保険、⼈事・給与、会計システム等 11,277,060 8,292,703 2,984,357 ○ 2,984,357

全事協退職年⾦引当資産 全国社会福祉事業団協議会 将来における退職年⾦支給の目的のために
積み⽴てている預け⾦ 44,221,638 ×

本部積⽴資産 定期預⾦　滋賀銀⾏大津市役所出
張所

将来における不測の支出に対応する目的の
ために積み⽴てている定期預⾦ 1,638,000 ×

施設改築・改修等積⽴資産 定期預⾦　滋賀銀⾏本店営業部 将来の榛原の⾥の修繕・改築のための目的
のために積み⽴てている定期預⾦ 100,960,723 ×

差入保証⾦ 江若交通(株) 真野地域包括支援センターの土地・建物の
賃貸にかかる差入保証⾦ 2,250,000 ×

退職⼿当積⽴資産 定期預⾦　滋賀銀⾏本店営業部 将来における退職慰労⾦支払いの目的のた
めに積み⽴てている定期預⾦ 14,176,787 ×

408,005,682 237,846,926 333,405,904

1,625,877,061 850,837,666 941,286,543 控除対象額計 計画用財産額計
1,625,877,061 850,837,666 1,311,274,929 778,167,957 0

短期運営資⾦借入⾦
事業未払⾦ ３月分水道光熱費、給食委託費他 82,062,416

その他の未払⾦ 預り⾦に係る振込⼿数料

１年以内返済予定リース債務 ヘルストロン及び送迎⾞輌の次年度
リース料 3,099,660

未払費用 ３月分賃⾦、法定福利費他 35,601,547

職員預り⾦ 法定福利費（本⼈負担分）他 4,431,514

預り⾦ 源泉所得税他 7,668

前受⾦ 次年度分貸室利用料 353,450

賞与引当⾦

0 0 125,556,255

設備資⾦借入⾦

リース債務 ヘルストロン及び送迎⾞輌の2021年
度以降のリース料 5,750,180

退職給付引当⾦ 本年度末に職員が退職した場合の事
業団支払い額 18,926,738

全事協退職年⾦引当⾦ 本年度末現在で確定している、将来
における退職年⾦支給額 44,221,638

0 0 68,898,556

0 0 194,454,811

1,625,877,061 850,837,666 1,116,820,118

（入⼒上の留意事項）
※ 財産目録については、科目を分けた場合は、⼩計欄を設けることとしていますが、エクセル版の社会福祉充実残額算定シート別添（財産目録）については、⼩計欄は不要とします

その他の固定資産合計

社会福祉充実残額算定シート別添（財産目録）
令和4年3月31日現在

（単位︓円）

貸借対照表科目

Ⅰ　資産の部
　１　流動資産

流動資産合計
　２　固定資産
　（１）　基本財産

基本財産合計
　（２）　その他の固定資産

固定負債合計
負債合計

差引純資産

固定資産合計
資産合計

Ⅱ　負債の部
　１　流動負債

流動負債合計
　２　固定負債
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